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長
距
離
巡
航
ミ
サ
イ
ル
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

我
が
国
は
平
和
憲
法
の
下
で
、
保
持
す
る
自
衛
力
は
「
自
衛
の
た
め
の
必
要
最
小
限
度
の
実
力
」
に
限
る
と
し
、
こ
れ
ま
で

も
自
衛
隊
の
新
た
な
装
備
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
慎
重
な
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
は
、
平
成
二
十

九
年
十
二
月
、
概
算
要
求
に
上
が
っ
て
い
な
か
っ
た
、
航
空
自
衛
隊
の
戦
闘
機
に
搭
載
す
る
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ
サ
イ
ル
の

導
入
経
費
を
、
平
成
三
十
年
度
予
算
に
追
加
要
求
す
る
と
突
如
表
明
し
た
。

こ
の
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ
サ
イ
ル
は
、
一
般
に
「
長
距
離
巡
航
ミ
サ
イ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
敵
基
地
攻
撃
の
用
途

に
も
使
用
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
が
当
該
ミ
サ
イ
ル
を
保
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
本
当
に
「
自
衛
の
た
め
の
必
要
最

小
限
度
の
実
力
」
を
超
え
る
こ
と
と
な
ら
な
い
か
、
慎
重
に
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
平
成
三
十
年
四
月
十
七
日

付
の
「
長
距
離
巡
航
ミ
サ
イ
ル
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
」
（
以
下
「
本
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
で
は
、
こ
の
点
が
明

ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
再
度
質
問
す
る
。

一

政
府
は
、
自
衛
隊
の
個
々
の
兵
器
の
保
有
の
可
否
に
つ
い
て
、
従
来
、
「
憲
法
第
九
条
第
二
項
で
保
持
が
禁
止
さ
れ
て
い

る
『
戦
力
』
に
あ
た
る
か
否
か
は
、
わ
が
国
が
保
持
す
る
全
体
の
実
力
に
つ
い
て
の
問
題
で
あ
っ
て
、
自
衛
隊
の
個
々
の
兵

器
の
保
有
の
可
否
は
、
そ
れ
を
保
有
す
る
こ
と
で
、
わ
が
国
の
保
持
す
る
実
力
の
全
体
が
こ
の
限
度
を
超
え
る
こ
と
と
な
る

一



か
否
か
に
よ
り
決
め
ら
れ
る
」
（
平
成
二
十
九
年
版
防
衛
白
書
）
と
説
明
し
て
き
た
。

他
方
、
本
答
弁
書
で
は
、
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ
サ
イ
ル
の
保
有
の
可
否
に
つ
い
て
、
従
来
の
「
そ
れ
を
保
有
す
る
こ
と

で
、
わ
が
国
の
保
持
す
る
実
力
の
全
体
が
こ
の
限
度
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
か
否
か
」
で
は
な
く
、
「
自
衛
隊
の
装
備
の
質

的
向
上
を
図
る
観
点
か
ら
導
入
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
保
有
す
る
こ
と
は
、
自
衛
の
た
め
の
必
要
最
小
限
度

の
実
力
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
」
と
説
明
し
て
い
る
。

�

政
府
は
、
今
般
の
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ
サ
イ
ル
の
導
入
に
当
た
り
、
自
衛
隊
の
個
々
の
兵
器
の
保
有
の
可
否
に
つ
い

て
、
「
自
衛
隊
の
装
備
の
質
的
向
上
」
と
い
う
新
た
な
基
準
を
設
け
た
と
の
理
解
で
よ
い
か
。

�

自
衛
隊
に
お
い
て
、
新
た
な
装
備
の
導
入
や
近
代
化
は
、
す
べ
か
ら
く
「
自
衛
隊
の
装
備
の
質
的
向
上
」
に
当
た
る
と

考
え
ら
れ
、
ま
た
、
例
え
ば
、
現
行
の
防
衛
計
画
の
大
綱
の
下
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
潜
水
艦
の
増
勢
も
、
あ
る
意
味
で

は
「
装
備
の
質
的
向
上
」
に
含
ま
れ
る
と
も
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
の
で
、
本
答
弁
書
で
言
う
「
自
衛
隊
の
装
備
の
質
的

向
上
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
政
府
は
、
こ
の
言
葉
を
、
ど
う
い
う
定
義
で
用
い
て
い
る

の
か
、
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

本
答
弁
書
に
お
け
る
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ
サ
イ
ル
の
保
有
の
可
否
に
関
す
る
理
由
を
読
む
と
、
「
自
衛
隊
の
装
備
の

二



質
的
向
上
を
図
る
観
点
か
ら
導
入
す
る
も
の
」
と
の
基
準
を
満
た
せ
ば
、
い
か
な
る
兵
器
で
あ
っ
て
も
導
入
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
「
そ
れ
を
保
有
す
る
こ
と
で
、
わ
が
国
の
保
持
す
る
実
力
の
全
体
が
こ
の
限
度
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
か

否
か
」
に
よ
り
判
断
す
る
と
し
て
き
た
「
自
衛
の
た
め
の
必
要
最
小
限
度
」
の
範
囲
が
、
従
来
よ
り
も
大
幅
に
拡
大
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

二

今
般
導
入
予
定
の
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ
サ
イ
ル
（
Ｌ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｍ
／
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｍ
）
に
つ
い
て
、
本
答
弁
書
で
は
、
「
我

が
国
防
衛
に
当
た
る
自
衛
隊
機
が
相
手
の
脅
威
の
圏
外
か
ら
対
処
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
自
衛
隊
員
の
安
全
を
確
保

し
つ
つ
、
我
が
国
を
有
効
に
防
衛
す
る
た
め
に
導
入
す
る
も
の
」
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

�

政
府
は
、
自
衛
隊
の
個
々
の
兵
器
の
保
有
の
可
否
に
つ
い
て
、
「
性
能
上
純
粋
に
国
土
を
守
る
こ
と
の
み
に
用
い
ら
れ

る
兵
器
の
保
持
が
憲
法
上
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
し
、
ま
た
、
性
能
上
相
手
国
の
国
土
の
潰
滅
的

破
壊
の
た
め
に
の
み
用
い
ら
れ
る
兵
器
の
保
持
は
、
憲
法
上
許
さ
れ
な
い
」
と
す
る
一
方
、
「
そ
れ
自
体
の
性
能
か
ら
み

て
憲
法
上
の
保
持
の
可
否
が
明
ら
か
な
兵
器
以
外
の
兵
器
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
（
昭
和
四
十
四
年
四
月

八
日
、
衆
議
院
議
員
松
本
善
明
君
提
出
安
保
条
約
と
防
衛
問
題
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
。
以
下
「
昭
和
四
十

四
年
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
。

三



ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ
サ
イ
ル
（
Ｌ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｍ
／
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｍ
）
は
、
性
能
上
、
我
が
国
領
空
か
ら
朝
鮮
半
島
全
域
、

中
国
の
一
部
及
び
ロ
シ
ア
の
沿
海
地
方
を
射
程
圏
内
に
含
む
こ
と
か
ら
、
「
そ
れ
自
体
の
性
能
か
ら
み
て
憲
法
上
の
保
持

の
可
否
が
明
ら
か
な
兵
器
以
外
の
兵
器
」
に
該
当
す
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

�

昭
和
四
十
四
年
答
弁
書
に
お
い
て
、
政
府
は
、
「
そ
れ
自
体
の
性
能
か
ら
み
て
憲
法
上
の
保
持
の
可
否
が
明
ら
か
な
兵

器
以
外
の
兵
器
」
に
つ
い
て
、
「
自
衛
権
の
限
界
内
の
行
動
の
用
に
の
み
供
す
る
意
図
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
無
限
に
保

持
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
も
な
い
」
と
説
明
し
て
い
る
。

昭
和
四
十
四
年
答
弁
書
の
趣
旨
か
ら
す
る
と
、
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ
サ
イ
ル
（
Ｌ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｍ
／
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｍ
）
の
導

入
理
由
が
、
「
我
が
国
防
衛
に
当
た
る
自
衛
隊
機
が
相
手
の
脅
威
の
圏
外
か
ら
対
処
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
自
衛

隊
員
の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
、
我
が
国
を
有
効
に
防
衛
す
る
た
め
」
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
を
「
無
限
に
保
持
す
る
こ
と
が

許
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
も
な
い
」
と
考
え
る
が
、
そ
の
よ
う
な
理
解
で
よ
い
か
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
当
該
ミ
サ
イ

ル
の
導
入
に
当
た
っ
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
制
限
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

�

政
府
は
、
Ｆ
一
五
の
導
入
に
際
し
て
は
、
「
要
撃
性
能
に
主
眼
が
お
か
れ
た
、
専
守
防
衛
に
ふ
さ
わ
し
い
性
格
の
戦
闘

機
で
あ
り
、
そ
の
付
随
的
に
有
す
る
対
地
攻
撃
能
力
も
限
定
的
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
他
国
に
侵
略
的
、
攻
撃
的
脅
威
を

四



与
え
る
よ
う
な
も
の
で
な
い
」
た
め
、
憲
法
が
禁
じ
て
い
る
「
戦
力
」
に
は
な
ら
な
い
と
説
明
（
昭
和
五
十
三
年
二
月
十

四
日
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
要
求
資
料
）
し
て
き
た
が
、
約
九
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
射
程
範
囲
を
持
つ
ス
タ
ン
ド
・
オ

フ
・
ミ
サ
イ
ル
（
Ｌ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｍ
／
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｍ
）
を
Ｆ
一
五
に
搭
載
す
る
と
、
そ
の
対
地
・
対
艦
攻
撃
能
力
が
飛
躍
的
に

向
上
す
る
こ
と
か
ら
、
右
の
説
明
に
反
し
、
Ｆ
一
五
が
、
憲
法
が
禁
止
す
る
「
戦
力
」
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い

か
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

三

政
府
は
こ
れ
ま
で
、
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ
サ
イ
ル
の
導
入
理
由
と
し
て
、
敵
艦
艇
の
侵
攻
阻
止
・
上
陸
部
隊
の
排
除
や

弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
（
Ｂ
Ｍ
Ｄ
）
イ
ー
ジ
ス
艦
の
防
護
と
い
っ
た
任
務
に
従
事
す
る
自
衛
隊
員
の
安
全
確
保
を
挙
げ
て
い

る
。こ

の
う
ち
、
Ｂ
Ｍ
Ｄ
イ
ー
ジ
ス
艦
の
防
護
に
つ
い
て
は
、
「
昨
年
夏
の
概
算
要
求
以
降
、
北
朝
鮮
に
よ
る
核
・
ミ
サ
イ
ル

開
発
が
こ
れ
ま
で
に
な
い
重
大
か
つ
差
し
迫
っ
た
脅
威
と
な
っ
て
お
り
、
Ｂ
Ｍ
Ｄ
任
務
に
従
事
す
る
イ
ー
ジ
ス
艦
を
防
護
す

る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
」
（
平
成
三
十
年
三
月
二
十
日
、
衆
議
院
安
全
保
障
委
員
会
に
お
け
る
小
野
寺
防
衛
大
臣

答
弁
）
と
し
、
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
の
脅
威
に
言
及
し
て
い
る
。

�

本
答
弁
書
で
は
、
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ
サ
イ
ル
導
入
の
背
景
と
し
て
、
「
諸
外
国
の
航
空
能
力
の
進
展
が
著
し
い
」

五



と
説
明
し
て
い
る
が
、
約
九
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
射
程
を
持
つ
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ
サ
イ
ル
（
Ｌ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｍ
／
Ｊ
Ａ
Ｓ

Ｓ
Ｍ
）
の
導
入
が
必
要
と
な
っ
た
理
由
は
、
北
朝
鮮
の
航
空
能
力
が
著
し
く
進
展
し
た
た
め
で
あ
る
と
の
理
解
で
よ
い

か
。

�

防
衛
省
は
、
「
諸
外
国
の
航
空
能
力
の
進
展
」
に
つ
い
て
、
「
諸
外
国
に
お
け
る
軍
事
技
術
の
著
し
い
進
展
等
に
よ
り

ま
し
て
、
具
体
的
に
申
し
上
げ
る
と
、
海
上
部
隊
あ
る
い
は
航
空
部
隊
に
よ
る
連
携
し
た
武
力
攻
撃
が
行
わ
れ
る
場
合

に
、
そ
の
脅
威
が
及
ぶ
範
囲
は
侵
攻
し
て
く
る
部
隊
の
周
囲
数
百
キ
ロ
以
上
に
及
び
得
る
」
（
平
成
三
十
年
三
月
二
十
三

日
、
参
議
院
外
交
防
衛
委
員
会
）
と
説
明
し
て
い
る
。

政
府
は
、
北
朝
鮮
が
「
海
上
部
隊
あ
る
い
は
航
空
部
隊
に
よ
る
連
携
し
た
武
力
攻
撃
」
を
行
う
場
合
、
そ
の
脅
威
が
及

ぶ
範
囲
は
、
最
大
周
囲
何
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
と
分
析
し
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

�

防
衛
省
は
、
日
本
海
等
に
展
開
す
る
Ｂ
Ｍ
Ｄ
イ
ー
ジ
ス
艦
に
対
す
る
新
た
な
脅
威
に
つ
い
て
、
「
長
射
程
の
対
艦
ミ
サ

イ
ル
を
搭
載
し
た
艦
艇
」
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、
「
相
手
は
対
艦
ミ
サ
イ
ル
搭
載
艦
艇
と
と
も
に
護
衛
の
た
め
の
戦
闘
機

を
運
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
」
と
説
明
（
平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日
、
参
議
院
外
交
防
衛
委
員
会
）
し
て
い

る
。

六



政
府
は
、
北
朝
鮮
が
「
長
射
程
の
対
艦
ミ
サ
イ
ル
を
搭
載
し
た
艦
艇
」
を
保
有
す
る
と
と
も
に
、
「
護
衛
の
た
め
の
戦

闘
機
を
運
用
す
る
」
能
力
も
保
有
し
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
か
伺
い
た
い
。
併
せ
て
、
北
朝
鮮
が
開
発
・
保
有
す
る
艦

対
艦
ミ
サ
イ
ル
、
空
対
艦
ミ
サ
イ
ル
及
び
空
対
空
ミ
サ
イ
ル
の
種
類
及
び
射
程
距
離
に
つ
い
て
、
政
府
の
承
知
す
る
と
こ

ろ
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

日
本
海
に
展
開
す
る
Ｂ
Ｍ
Ｄ
イ
ー
ジ
ス
艦
を
防
護
す
る
た
め
に
、
性
能
上
、
我
が
国
領
空
か
ら
朝
鮮
半
島
全
域
、
中
国

の
一
部
及
び
ロ
シ
ア
の
沿
海
地
方
を
射
程
圏
内
に
含
む
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ
サ
イ
ル
（
Ｌ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｍ
／
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｍ
）

を
保
有
す
る
こ
と
は
、
「
自
衛
の
た
め
の
必
要
最
小
限
度
の
実
力
」
を
超
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
政
府

が
、
当
該
ミ
サ
イ
ル
を
保
有
し
て
も
、
「
自
衛
の
た
め
の
必
要
最
小
限
度
の
実
力
」
を
超
え
な
い
と
す
る
理
由
を
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

七


